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司
　
神
父

教
区
副
モ
デ
ラ
ト
ー
ル
（
会
計
）
原
田
豊
己
　
神
父

教
区
本
部
事
務
局
　
　
　
　
　
　
服
部
大
介
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司
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司
教
館

（
さ
い
た
ま
教
区
出
向
）
澤
野
耕
司
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司
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　  （
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ウ
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神
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ク
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瀬
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束
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神
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神
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神
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神
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神
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裏
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洋
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神
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ア
レ
ッ
ク
ス
神
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河
村
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修
道
士
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修
道
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会
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デ
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修
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教
区
管
理
者
　
肥
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司
　
神
父

名
誉
司
教
　
　
三
末
篤
實
　
司
教

司
教
総
代
理
　
斎
藤
眞
仁
　
神
父

　

し
か
し
、
復
活
の
主
は
十
字

架
に
磔
に
さ
れ
た
主
で
す
。

　

十
字
架
の
上
で
、
「
わ
が

神
、
わ
が
神
、
な
ぜ
わ
た
し
を

お
見
捨
て
に
な
っ
た
の
で
す

か
」
と
孤
独
と
絶
望
の
う
ち
に

息
を
引
き
取
ら
れ
た
イ
エ
ス
の

姿
を
見
て
、
百
人
隊
長
は
「
本

当
に
、
こ
の
人
は
神
の
子
だ
っ

た
」
と
信
仰
告
白
し
た
の
で

す
。
（
マ
ル
コ
十
五
・
三
十
三

～
三
十
九
）

　

パ
ウ
ロ
は
、
福
音
宣
教
の
中

心
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
「
わ
た
し

た
ち
は
、
十
字
架
に
つ
け
ら
れ

た
キ
リ
ス
ト
を
宣
べ
伝
え
て
い

ま
す
」
と
確
信
を
も
っ
て
宣
言

し
て
い
ま
す
。
（
一
コ
リ
ン
ト

一
・
二
十
三
）

　

十
字
架
の
死
が
な
け
れ
ば
、

主
イ
エ
ス
の
復
活
も
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

イ
エ
ス
の
復
活
を
信
じ
る
こ

と
は
、
神
は
、
あ
ら
ゆ
る
状
況

の
中
で
、
失
敗
と
思
わ
れ
る
時

に
も
、
孤
独
と
絶
望
の
中
で
さ

え
も
、
力
強
く
働
か
れ
る
と
確

信
す
る
こ
と
で
す
。

　

わ
た
し
た
ち
の
毎
日
の
生

活
・
人
生
に
は
、
背
負
う
べ
き

十
字
架
（
試
練
・
苦
難
）
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
十
字
架
に
よ
っ

て
こ
そ
、
わ
た
し
た
ち
は
復
活

し
、
日
々
新
た
に
さ
れ
る
の
だ

と
信
じ
る
恵
み
が
与
え
ら
れ
ま

す
よ
う
に
。

　

「
苦
し
み
や
困
難
が
や
っ
て

く
る
の
は
、
あ
な
た
が
誠
実
に

生
き
て
い
る
こ
と
の
証
し
で

す
」
（
マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ
）

肥塚 侾司 神父
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教
区
の
動
き

平
和
の
使
徒
推
進
本
部 

【
二
〇
一
四
年
度
（
第
四
回
）

本
年
度
最
後
の
平
和
の
使
徒
推

進
本
部
会
議
開
催
】

　

司
教
座
空
位
の
状
況
の
中
、

教
区
と
し
て
継
続
し
て
行
わ
れ

る
活
動
に
つ
い
て
確
認
す
る
た

め
、
去
る
二
月
十
四
日
、
本
年

度
最
後
の
第
四
回
平
和
の
使
徒

推
進
本
部
会
議
（
以
下
、
推
進

本
部
会
議
）
が
、
広
島
カ
ト

リ
ッ
ク
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。

本
部
長
の
肥
塚
神
父
を
中
心

に
、
各
地
区
代
表
信
徒
、
推
進

本
部
事
務
局
員
の
十
人
が
出
席

し
た
。

《
津
和
野
乙
女
峠
殉
教
者
列
聖

運
動
》

　

広
島
教
区
が
こ
の
列
聖
運
動

を
始
め
た
意
図
や
め
ざ
し
て
い

る
こ
と
の
理
解
と
協
力
を
願
っ

て
、
広
島
（
一
月
十
二
日
）
と

長
崎
（
三
月
八
日
）
で
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
（
長
崎
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
詳
細
は
、
三
ペ
ー
ジ
）
を
開

催
し
た
。
今
後
、
六
月
の
司
教

総
会
議
に
向
け
て
列
聖
の
た
め

の
手
続
き
を
進
め
て
い
く
予

定
。

　

広
島
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
エ

リ
ザ
ベ
ト
音
楽
大
学
セ
シ
リ
ア

ホ
ー
ル
に
約
四
百
人
が
集
ま
っ

た
。

　

ま
た
、
津
和
野
乙
女
峠
の
殉

教
者
記
念
碑
レ
リ
ー
フ
の
レ
プ

リ
カ
の
小
教
区
巡
回
に
つ
い
て

は
、
予
定
通
り
一
月
十
二
日

（
広
島
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）
か
ら

『
西
回
り
』
『
東
回
り
』
の
二

つ
の
ル
ー
ト
で
各
小
教
区
を
巡

回
中
。
五
月
三
日
（
乙
女
峠

祭
）
ま
で
。
巡
回
後
二
つ
の
レ

プ
リ
カ
は
、
津
和
野
教
会
と
浦

上
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
館
で
保
存

す
る
。

《
召
命
促
進
》

　

第
三
回
の
予
備
神
学
校
が
去

る
二
月
十
四
日
～
十
五
日
に
開

校
さ
れ
た
。
（
詳
細
は
三
ペ
ー

ジ
）

　

司
祭
育
成
（
具
体
的
に
は
、

前
田
大
司
教
が
掲
げ
ら
れ
た

「
十
年
間
で
十
人
の
司
祭
叙
階

を
目
指
す
」
）
に
関
し
、
予
備

神
学
校
の
開
校
を
中
心
に
取
り

組
ん
で
い
る
が
、
司
祭
、
信
徒

の
意
識
や
各
小
教
区
、
地
区

の
意
識
差
が
懸
念
さ
れ
る
た

め
、
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
が
必
要

と
の
意
見
が
あ
る
。

《
青
少
年
育
成
》

　

青
少
年
情
報
セ
ン
タ
ー
の

必
要
性
、
意
義
に
つ
い
て
話

し
合
う
必
要
性
が
あ
る
と
の

意
見
が
あ
る
。

《
教
区
共
通
カ
テ
キ
ズ
ム
》

　

前
田
大
司
教
の
意
向
で
あ

る
、
こ
の
活
動
を
通
し
て
信

仰
（
信
仰
か
ら
の
奉
仕
、
信

仰
へ
の
奉
仕
）
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
を
図
る
ひ
と
つ
の
手

段
と
し
て
推
進
さ
れ
た
。

　

昨
年
末
に
開
催
さ
れ
た
教

区
宣
教
司
牧
連
絡
会
で
、
こ
の

活
動
の
た
め
の
専
門
委
員
会
を

立
ち
上
げ
る
こ
と
が
了
承
さ

れ
、
現
在
、
委
員
（
司
祭
三
名

＋
信
徒
三
名
）
を
選
出
中
。
ま

ず
は
、
第
一
回
の
委
員
会
を
開

催
し
、
今
後
、
ど
の
よ
う
に
進

め
て
行
く
か
話
し
合
っ
て
い
く

予
定
。

《
『
平
和
年
』
の
取
り
組
み
》

　

二
〇
一
四
年
八
月
六
日
～

二
〇
一
五
年
八
月
六
日

　

教
区
レ
ベ
ル
の
取
り
組
み
と

し
て
、
平
和
年
、
被
爆
後
七
十

年
（
二
〇
一
五
年
八
月
六
日
）

に
つ
い
て
、
教
区
民
に
意
識
し

て
も
ら
う
た
め
、

①
毎
月
六
日
を
「
平
和
の
日
」

と
す
る
。

②
「
平
和
ア
ピ
ー
ル
」
な
ど
、

平
和
に
関
す
る
学
習
を
す
る
。

③
広
島
（
被
爆
）
だ
け
で
は
な

い
。
そ
れ
ぞ
れ
が
住
む
町
（
小

教
区
の
周
り
）
で
戦
争
と
平
和

に
関
す
る
学
習
を
す
る
。

　

地
区
レ
ベ
ル
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
、
各
地
区
独
自
で
平

和
に
関
す
る
行
事
を
行
っ
て
い

く
。

《
『
奉
献
生
活
の
年
』
に
つ
い

て
》

　

「
奉
献
生
活
の
年
」

二
〇
一
四
年
十
一
月
三
十
日
開

幕
、
二
〇
一
六
年
二
月
二
日
閉

幕
。

　

広
島
教
区
と
し
て
の
具
体
的

な
取
り
組
み
は
こ
れ
か
ら
。

《
二
〇
一
五
年
度
の
広
島
教
区

の
活
動
に
つ
い
て
》

　

『
家
庭
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
』

の
推
進
に
つ
い
て
、
ポ
ス

タ
ー
、
カ
ー
ド
を
作
成
予
定
。

　

「
わ
た
し
は
◯
◯
し
ま

す
。
」
を
浸
透
さ
せ
る
た
め
、

各
自
の
現
実
を
踏
ま
え
、
「
で

き
る
こ
と
に
挑
戦
す
る
」
「
家

族
の
た
め
に
祈
る
」
「
教
区
の

た
め
に
家
族
で
祈
る
」
こ
と
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
ポ
ス
タ
ー

や
カ
ー
ド
で
浸
透
を
図
る
予

定
。

　

以
上
の
よ
う
な
こ
と
が
推
進

本
部
会
議
の
中
で
確
認
さ
れ

た
。

　

意
見
や
要
望
な
ど
、
平
和
の

使
徒
推
進
本
部
ま
で
ど
う
ぞ
。

　

一
月
に
行
わ
れ
た
広
島
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
に
続
い
て
、
三
月
八

日
（
日
）
の
午
後
四
時
か
ら

「
津
和
野
の
殉
教
者
の
列
聖
を

め
ざ
し
て
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
、
長
崎
カ
ト
リ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
。

日
本
の
信
徒
発
見
百
五
十
周
年

記
念
行
事
の
一
環
と
し
て
長
崎

大
司
教
区
も
取
り
組
ん
で
く
だ

さ
り
、
浦
上
教
会
近
く
の
浦
上

キ
リ
シ
タ
ン
資
料
館
で
、
「
津

和
野
に
流
さ
れ
た
浦
上
キ
リ
シ

タ
ン
」
の
特
別
展
も
同
時
開
催

さ
れ
て
い
る
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
約
三
百

名
の
方
々
が
集
ま
っ
て
く
だ
さ

り
、
広
島
教
区
列
聖
委
員
会
の

前
田
万
葉
大
司
教
（
大
阪
大
司

教
区
）
と
平
林
冬
樹
神
父
（
イ

エ
ズ
ス
会
）
を
始
め
、
長
崎
大

司
教
区
の
髙
見
三
明
大
司
教
、

そ
し
て
浦
上
教
会
信
徒
の
野
口

勝
利
さ
ん
の
四
名
の
シ
ン
ポ
ジ

ス
ト
に
よ
る
お
話
を
聞
か
せ
て

も
ら
っ
た
。
前
田
大
司
教
と
平

林
神
父
か
ら
は
、
広
島
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
に
引
き
続
い
て
、
列
聖

運
動
を
始
め
る
こ
と
に
な
っ
た

経
緯
と
現
代
に
お
け
る
列
聖
の

意
味
の
説
明
が
あ
り
、
髙
見
大

司
教
は
、
「
ア
ジ
ア
の
人
々
に

キ
リ
ス
ト
の
信
仰
を
証
し
す
る

こ
と
が
今
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
で
、
殉
教
者
の
列
聖
、
列
福

の
運
動
す
る
こ
と
は
時
宜
に

適
っ
て
お
り
、
津
和
野
の
列
聖

運
動
は
ち
ょ
う
ど
良
い
タ
イ
ミ

ン
グ
で
あ
っ
た
こ
と
。
そ
し
て

潜
伏
し
な
が
ら
殉
教
す
る
ほ
ど

ま
で
の
信
仰
を
養
い
育
て
て
い

た
方
々
の
こ
と
を
も
う
一
度
思

い
起
こ
し
、
学
び
、
今
の
私
た

ち
に
ぜ
ひ
と
も
取
り
入
れ
て
い

き
た
い
。
」
と
話
さ
れ
た
。
ま

た
野
口
さ
ん
か
ら
は
、
「
乙
女

峠
を
訪
れ
て
、
自
分
た
ち
の
先

祖
の
方
々
の
た
め
に
全
国
と

い
っ
て
も
い
い
方
々
が
こ
れ
ほ

ど
に
集
ま
っ
て
、
祈
り
を
さ
さ

げ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
姿
に
驚

く
と
と
も
に
、
浦
上
で
の
動
き

が
活
発
で
な
い
こ
と
を
寂
し
く

思
っ
た
こ
と
。
さ
ら
に
浦
上
と

し
て
は
自
分
た
ち
の
先
祖
の
こ

と
と
し
て
、
信
仰
の
先
人
を
讃

え
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
祈
る

こ
と
を
特
に
進
め
て
行
き
た

い
」
と
話
さ
れ
、
浦
上
で
も
こ

の
列
聖
運
動
に
少
し
で
も
興
味

を
持
っ
て
関
わ
っ
て
く
れ
る
良

い
機
会
に
な
っ
た
よ
う
に
感
じ

た
。
こ
の
運
動
の
た
め
に
お
願

い
し
て
い
た
、
イ
エ
ス
の
カ
リ

タ
ス
修
道
女
会
の
前
田
智
晶
シ

ス
タ
ー
に
よ
る
「
光
り
の
道

へ
」
と
い
う
歌
の
披
露
も
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
に
先
立
っ
て
行
わ

れ
、
最
後
の
祈
り
と
し
て
み
ん

な
で
一
緒
に
歌
っ
て
閉
会
と

な
っ
た
。

　

広
島
教
区
列
聖
委
員
会
と
し

て
は
、
二
つ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
通
し
て
こ
れ
ら
の
列
聖
運
動

の
盛
り
上
が
り
を
示
し
な
が

ら
、
日
本
の
司
教
団
へ
の
同
意

を
目
指
し
て
い
く
予
定
で
あ

る
。

　
「
親
の
声
か
け
と
き
ょ
う
だ

い
の
き
ず
な
～
教
区
予
備
神
学

校
の
原
動
力
～
」

　

去
る
二
月
、
今
年
度
か
ら
始

ま
っ
た
教
区
予
備
神
学
校
の
第

三
回
目
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん

に
感
謝
し
た
い
。
教
材
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
準
備
の
み
な
ら
ず
、
運

営
に
も
相
当
の
熱
意
と
努
力
が

注
ぎ
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

だ
け
に
、
い
ま
だ
に
教
会
の
中

で
認
知
度
や
理
解
度
が
低
い
の

は
な
に
ゆ
え
な
の
か
、
と
一
言

言
い
た
く
な
り
ま
す
。
そ
れ
は

さ
て
お
き
、
三
回
を
通
し
て
見

え
て
き
た
こ
と
は
、
人
の
つ
な

が
り
こ
そ
、
予
備
神
学
校
を
支

え
る
基
本
だ
と
い
う
至
極
当
た

り
前
の
事
実
で
す
。
前
回
（
九

月
）
も
今
回
も
、
参
加
し
た
子

ど
も
の
半
数
以
上
は
き
ょ
う
だ

い
参
加
で
し
た
。
親
が
子
ど
も

の
参
加
を
後
押
し
し
、
き
ょ
う

だ
い
が
誘
い
合
い
、
そ
ろ
っ
て

参
加
し
て
い
る
の
で
す
。
奇
し

く
も
広
島
教
区
の
宣
教
司
牧

テ
ー
マ
は
「
家
庭
へ
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
」
で
す
。
家
庭
こ
そ
、
子

ど
も
た
ち
の
信
仰
教
育
の
ゆ
り

か
ご
だ
と
い
う
こ
と
が
自
ず
と

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
予
備
神
学

校
に
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
属
す
る
教

会
を
超
え
た
つ
な
が
り
、
司
祭

と
の
つ
な
が
り
、
神
様
と
の
つ

な
が
り
を
深
め
ま
す
。
通
常
の

教
室
形
式
で
は
な
い
、
身
体
の

感
覚
や
動
き
を
中
心
に
し
た
退

屈
す
る
ひ
ま
が
な
い
、
わ
く
わ

く
感
の
中
で
、
無
理
な
く
自
然

に
教
会
の
教
え
、
聖
書
の
教
え

を
学
び
ま
す
。
遠
く
か
ら
で
も

参
加
し
や
す
い
よ
う
、
交
通
費

の
大
幅
補
助
を
し
て
お
り
ま

す
。
一
度
、
参
加
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
第
四
回
は
四
月

二
十
五
日
（
土
）
、
二
十
六
日

（
日
）
に
開
催
し
ま
す
。

長
崎
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

長
崎
カ
ト
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

第
三
回
予
備
神
学
校

後
藤
正
史
神
父

広
島
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
舞
台
の
上
の
様
子
、

右
、
津
和
野
乙
女
峠
に
あ
る
殉
教
者
レ

リ
ー
フ
の
レ
プ
リ
カ
、
左
、
乙
女
峠
聖
堂

内
部
の
聖
画
、
拷
問
の
図

浦上キリシタン資料館の内部の様子、津和野教会
の貴重な資料なども展示されている

左から、肥塚神父、平林神父、前田大司教、
髙見大司教、野口さん

参加者スタッフ全員で作成した神への賛美を
表す床絵を囲んで
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本
誌
の
発
刊
百
号
を
記
念
し
、
発
刊

当
時
の
教
区
長
で
あ
っ
た
三
末
名
誉
司

教
、
発
行
責
任
者
で
あ
っ
た
斎
藤
神
父

を
囲
み
、
現
在
の
発
行
責
任
者
で
あ
る

服
部
神
父
、
編
集
委
員
と
共
に
、
食
事

し
な
が
ら
「
座
談
会
」
と
称
し
て
発
刊

当
時
の
想
い
、
苦
労
、
エ
ピ
ー
ソ
ー
ド

な
ど
に
つ
い
て
尋
ね
て
み
ま
し
た
。

司
教
「
私
が
広
島
に
着
任
し
た
と
き
、

教
区
全
体
の
広
報
誌
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
地
区
報（
地
区
の
広
報
誌
）

は
あ
り
ま
し
た
が
、
教
区
全
体
の
出

来
事
や
活
動
を
知
る
こ
と
の
で
き
る

も
の
が
欲
し
か
っ
た
。本
当
は
毎
月
、

発
行
し
て
欲
し
か
っ

た
け
れ
ど
、
そ
れ
に

携
わ
る
方
の
苦
労
を

思
う
と
、
年
に
二
～

三
回
、
出
せ
れ
ば
良

い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。「
中
国
地
方
の

五
つ
の
県
の
教
区
民

に
、『
教
区
で
こ
う
し

た
こ
と
を
し
て
い
る
』

と
紹
介
し
た
か
っ
た
。

こ
れ
が
教
区
報
を
発

刊
す
る
最
初
の
目
的
。

あ
と
は
、
皆
さ
ん
が

頑
張
っ
て
く
れ
ま
し

た
。」

斎
藤
「
発
刊
当
時
、
私
は
日
本
カ
ト
リ

ッ
ク
司
教
協
議
会
の
広
報
委
員
会
に

関
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
立
場
も

あ
り
、
教
区
報
の
発
行
責
任
者
を
任

さ
れ
ま
し
た
。
広
報
委
員
会
の
研
修

会
が
毎
年
あ
り
ま
し
た
。」

編
集
「
私
も
そ
の
研
修
会
に
、
教
区

報
の
編
集
委
員
と
し
て
参
加
し
ま
し

た
。
参
加
し
た
あ
と
、
カ
ト
リ
ッ
ク

新
聞
に
そ
の
研
修
会
の
こ
と
が
記
事

と
し
て
掲
載
さ
れ
た
こ
と
を
思
い
出

し
ま
す
。」

斎
藤
「
当
時
の
広
報
委
員
会
の
責
任
者

は
、
鹿
児
島
教
区
の
糸
永
真
一
名
誉

司
教
（
当
時
、
日
本
カ

ト
リ
ッ
ク
司
教
協
議
会

広
報
委
員
長
）、
続
い
て

濱
尾
文
郎
枢
機
卿
（
当

時
、
カ
ト
リ
ッ
ク
中
央

協
議
会
会
長
、
横
浜
教

区
長
）。
そ
の
当
時
の
研
修
会
の
思

い
出
と
し
て
、
鹿
児
島
県
の
指
宿
で

あ
っ
た
と
き
、
温
泉
と
大
宴
会
で
驚

か
さ
れ
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま

す
。」

服
部
「
ほ
か
の
教
区
報
を
ご
覧
に
な
っ

て
、
ど
う
思
い
ま
す
か
？
」

司
教
「
色
々
な
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い

る
と
、
そ
の
内
容
に
関
心
が
持
て
て

良
い
と
感
じ
ま
す
。
但
し
、
同
じ
人

が
よ
く
記
事
を
書
い
て
い
る
よ
う
な

状
況
や
、
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
の
よ
う
な

内
容
が
多
す
ぎ
る
と
、
あ
ま
り
感
心

し
ま
せ
ん
ね
。」

服
部
「
東
京
教
区
と
名
古
屋
教
区
は
、

最
後
の
ペ
ー
ジ
が
『
お
知
ら
せ
』
に

な
っ
て
い
ま
す
ね
。」

司
教
「
教
区
報
が
月
一
回
の
発
行
で
あ

れ
ば
、『
お
知
ら
せ
』
も
良
い
で
し

ょ
う
。」

編
集
「
他
の
教
区
の
記
事
で
良
い
も

の
を
取
り
入
れ
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う

か
？
特
に
、
私
た
ち
信
徒
は
、
他
の

教
区
の
情
報
を
目
に
す
る
機
会
が
少

な
い
で
す
か
ら
。」

司
教
「
教
会
に
は
、
広
報
委
員
は
い
る

の
？
」

服
部
「
広
報
委
員
が
い
る
教
会
は
あ
り

ま
す
。
但
し
、
広
島
地
区
は
広
報
委

員
会
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
教
区
報

の
記
事
集
め
は
、
地
区
セ
ン
タ
ー
や

編
集
委
員
か
ら
直
接
、
各
教
会
や
個

人
に
依
頼
し
て
い
る
状
況
で
す
。『
海

峡
』『
施
設
紹
介
』
な
ど
の
コ
ー
ナ

ー
は
、
意
識
し
て
色
々
な
方
に
書
い

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。」

斎
藤
「
発
刊
当
時
は
幟
町
教
会
の
方

が
中
心
に
手
伝
っ
て
く
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
ほ
か
中
国
新
聞
に
勤
め
ら

れ
た
方
や
、
祇
園
教
会
の
方
に
も
協

力
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。」

司
教
「
司
教
館
（
広
島
カ
ト
リ
ッ
ク
会

館
）
の
建
て
替
え
に
関
す
る
記
事
の

こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
当
時
は
か

な
り
色
々
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
反
対
意
見
も
あ
っ
た
。
資

金
面
や
土
地
の
面
積
も
厳
し
か
っ
た

か
ら
。
け
れ
ど
現
実
的
に
集
ま
る
場

所
も
な
か
っ
た
か
ら
、
少
し
ず
つ
み

ん
な
の
意
識
も
変
わ
っ
て
い
き
ま
し

た
。
そ
う
し
た
背
景
や
み
な
さ
ん
へ

の
理
解
、
工
事
の
状
況
な
ど
を
、
教

区
報
を
通
じ
て
少
し
で
も
伝
え
る
こ

と
が
で
き
た
で
し
ょ
う
。」

編
集
「
編
集
に
携
わ
っ
て
過
去
に
大
失

敗
し
ま
し
た
。
三
末
司
教
を
『
三
木

司
教
』
と
間
違
っ
た
こ
と
。
校
正
不

足
を
反
省
し
ま
し
た
。」

司
教
「
大
丈
夫
。
よ
く
あ
る
こ
と
で
す

（
笑
）。
ロ
ー
マ
で
頂
い
た
金
の
カ
リ

ス
に
『
三
木
』
と
掘
っ
て
あ
っ
た
の

で
、
後
で
一
本
、
自
分
で
掘
っ
た
ら
、

そ
の
部
分
が
ガ
タ
ガ
タ
に
な
っ
ち
ゃ

っ
た
。」

服
部
「
最
初
に
、
教
区
報
に
関
わ
ら
れ

た
と
き
の
思
い
は
？
」

斎
藤
「
広
報
に
関
わ
り
を
持
ち
始
め
て

す
ぐ
教
皇
様
が
広
島
に
来
ら
れ
、
当

時
の
野
口
司
教
に
広
報
に
関
わ
る
よ

う
に
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
か
ら

広
島
市
の
記
者
ク
ラ
ブ
と
の
関
わ
り

を
持
ち
始
め
ま
し
た
。
初
め
は
喧
々

諤
々
で
し
た
が
、
少
し
ず
つ
打
ち
解

け
合
い
、
そ
れ
か
ら
長
く
付
き
合
い

が
続
い
て
い
ま
す
。
今
か
ら
思
え

ば
、
市
や
区
役
所
と
の
つ
な
が
り
が

大
事
で
あ
っ
た
こ
と
を
改
め
て
感
じ

ま
す
。」

服
部
「
今
後
、
私
た
ち
編
集
委
員
と
し

て
は
、
外
（
市
や
県
な
ど
）
と
の
関

わ
り
を
持
つ
こ
と
は
必
要
と
感
じ
ま

す
。
そ
う
し
た
つ
な
が
り
を
通
じ
て

記
事
を
集
め
て
も
良
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
。」

司
教「
私
が
東
京
に
い
る
こ
ろ
は
、色
々

な
場
面
で
右
翼
的
な
関
係
者
や
記
者

の
方
と
の
接
し
方
に
つ
い
て
意
識
し

て
い
た
の
で
、
大
き
な
失
敗
は
な
か

っ
た
よ
。」（
八
面
へ
）

    

◆
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
祝
60
周
年
◆

《
援
助
修
道
会
》

楠
木
修
道
院

Sr.
粟
本
晃
子　

一
九
五
五
年

九
月
八
日　

初
請
願

《
援
助
マ
リ
ア
会
》 

福
山
修
道
院

Sr.
塩
谷
洋
子　

一
九
五
五
年

二
月
十
一
日　

志
願
式

Sr.
北
垣
佐
代
香　

一
九
五
五
年

四
月
二
十
二
日　

志
願
式

◆
金
祝
50
周
年
◆

《
イ
エ
ズ
ス
会
》

庚
午
修
道
院

Fr.
塚
田
健
統　

一
九
六
五
年

三
月
十
八
日　

叙
階

《
イ
エ
ズ
ス
孝
女
会
》

松
江
修
道
院

Sr.
マ
リ
ア
・
カ
ル
メ
ン
・
セ

ゴ
ビ
ア　

一
九
六
五
年
五
月

三
十
一
日　

初
請
願

《
援
助
マ
リ
ア
修
道
会
》

福
山
修
道
院

Sr.
曳
野
幸
枝　

一
九
六
五
年

二
月
二
十
一
日　

着
衣
式

Sr.
北
村
令
子　

一
九
六
五
年

二
月
二
十
一
日　

着
衣
式

Sr.
笹
木
英
子　

一
九
六
五
年

二
月
二
十
一
日　

着
衣
式

◆
銀
祝
25
周
年
◆

《
教
区
司
祭
》

光
・
柳
井
教
会

Fr.
後
藤
正
史　

一
九
九
〇
年

三
月
二
十
一
日　

叙
階

《
カ
ル
メ
ル
会
》

Sr.
松
本
淳
子　

一
九
九
〇
年

十
一
月
二
十
一
日　

初
請
願

《
援
助
マ
リ
ア
会
》 

福
山
修
道
院

Sr.
青
木
薫
代　

一
九
九
〇
年

三
月
二
十
四
日　

初
請
願　

　

マ
リ
ッ
ジ　

エ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー

（
Ｍ
Ｅ
）
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
と

は
、
家
庭
や
社
会
の
中
に
あ
る
、

様
々
な
関
わ
り
の
基
礎
と
な
っ
て

い
る
夫
婦
の
関
わ
り
を
深
め
て
い

く
た
め
の
方
法
を
体
験
的
に
身
に

つ
け
る
二
泊
三
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
す
。
夫
婦
が
お
互
い
を
、
そ
し

て
結
婚
と
い
う
結
び
つ
き
を
新
鮮

な
目
で
見
直
し
、
二
人
の
将
来
を

見
つ
め
る
と
て
も
よ
い
機
会
で

す
。
ま
た
、
自
分
た
ち
二
人
と
神

と
の
関
係
、
自
分
た
ち
と
周
囲
の

人
々
と
の
関
係
を
も
深
く
見
つ
め

る
ひ
と
と
き
で
す
。

　

夫
婦
だ
け
で
な
く
、
人
々
と
の

関
わ
り
を
深
め
た
い
と
思
っ
て
い

る
司
祭
、
修
道
者
も
参
加
で
き
ま

す
。
Ｍ
Ｅ
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
は
カ

ト
リ
ッ
ク
の
運
動
で
す
。

日
時
：
二
〇
一
五
年
十
月
十
日

司
祭
・
修
道
者
の
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
・
金
・
銀
祝

ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド

マ
リ
ッ
ジ 

エ
ン
カ
ウ
ン

タ
ー 

ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド

へ
の
お
誘
い

（
土
）
二
十
時
～
十
二
日

（
月
・
祝
）
十
八
時

場
所
：
福
山
暁
の
星
学
院
研
修
セ

ン
タ
ー

対
象
：
夫
婦
（
結
婚
年
数
、
信
者

未
信
者
を
問
わ
な
い
）
、
司

祭
、
修
道
者

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
：
富

山
（
福
山
教
会
）084-962-

1295　

高
森
（
福
山
教
会
）

084-952-1861

″
私
は　

マ
リ
ッ
ジ　

エ
ン
カ
ウ

ン
タ
ー
に
大
き
な
期
待
を
か
け
て

い
ま
す
〟
（
聖
ヨ
ハ
ネ
パ
ウ
ロ
二

世
）

《
イ
エ
ズ
ス
会
》

ボ
ニ
ー
神
父

細
江
教
会
助
任
←
イ
グ
ナ
チ

オ
教
会

ア
レ
ッ
ク
ス
神
父

長
束
修
道
院
←
サ
バ
テ
ィ
カ
ル

《
淳
心
会
》

ウ
ィ
ー
ル
神
父

岡
山
教
会
助
任
←
倉
敷
チ
ー
ム

《
教
区
司
祭
》

金キ
ム

起キ
フ
ァ
ン煥
神
父

日
本
語
研
修
、
幟
町
チ
ー
ム

協
力
←
韓
国
大
邱
教
区

猪
口
大
記
神
父

イ
タ
リ
ア
留
学
←
幟
町
チ
ー

ム
協
力

司
祭
人
事
異
動

（
新
任
地 

←
前
任
地
）

教区報発行の提案をされた当時を振り返ってお話をされた三末
名誉司教

教区報発刊当時の様子を語る、斎藤神父

５月２日（土）　分かち合い
　「列聖は３７名？」　「殉教者から学ぶ」
時間　１９：００～
　　前田万葉大司教（大阪教区）
　　肥塚侾司　神父（広島教区）
場所　幼花園ホール（津和野カトリック教会となり）

2015 年５月３日（日）
１０：３０　聖母行列 （津和野教会～乙女峠）

１２：００　野外ミサ （乙女峠）

　　司式者　前田万葉大司教（大阪教区）
　　　　　　　　　　　＊司祭はアルバと赤ストラを持参

津和野カトリック教会
　〒699-5605　島根県鹿足郡津和野町殿町
　電話  0856-72-0251   FAX  0856-72-0282

　昨年8月の土砂災害から半年を
過ぎました。カリタス広島災害サ
ポートセンターは3月31日をもっ
て解散いたしますが、今なお困難
の状況にある方々を忘れません。
　 支 援 金 は 、 3 7 , 8 9 9 , 8 3 1 円
（2015年3月16日現在）に達しま
した。感謝申しあげます。緊急援
助のため10,046,675円、復興支援
として「社会福祉法人あさみなみ」再建に4,241,148円、「社会福祉法人や
ぎ　八木園」再建に9,422,000円（3月23日送金予定）、八木8丁目上細野
自治会集会所再建に約300万円（見積もり段階）に使用させていただきまし
た。残金11,190,008円は、広島司教区災害サポートセンターに繰り入れさ
せていただき、引き続き支援要請に応じて行きますのでよろしくお願いいた
します。ありがとうございました。

広島土砂災害支援　カリタス広島災害サポートセンター　原田豊己神父

水害ので流された八木園の看板
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教区報100号の歴史
第77号（2009年7月19日）
・広島教区昇格50周年（教区発展

図、教区の略歴）
第78号（2009年11月15日）
・蒜山司祭研修会「司祭年にあた

り」
第79号（2010年1月17日）
・白柳枢機卿帰天
・司祭年特集（小教区で働く司祭：

岡山・鳥取地区）
第80号（2010年4月11日）
・司祭年特集（小教区で働く司祭：

広島地区）
特別号（2010年6月6日）
・三末司教叙階25年記念特集号
第81号（2010年8月1日）
・三末司教着座25周年記念行事報

告
・司祭年特集（小教区で働く司祭：

山口・島根地区）
第82号（2010年11月7日）
・教区代表者会議の開催要項など
第83号（2011年1月23日）
・教区代表者会議の報告
・海峡の風新春特別インタビュー
第84号（2011年4月24日）
・これよりカラーになる
・教区のテーマ決定（教区宣教司牧

評議会12月から）
第85号（2011年7月31日）
・広島司教に新司教任命、前田万葉

司教
第86号（2011年10月30日）
・前田万葉司教叙階式特集
第88号（2012年4月8日）
・世界平和記念聖堂保存活用員会報

告始まる
・NWM in 世界平和記念聖堂
第89号（2012年7月29日）
・冊子「平和の使徒になぁーれ」ガ

イドラインの説明
第90号（2012年10月28日）
・信仰年について、シンボルマーク

など
・愛宮ラサール記念館オープン
・長谷川神父帰天（2012年9月13

日）
第91号（2013年1月20日）
・野間神父帰天（2012年12月8日）
第92号（2013年4月14日）
・新教皇フランシスコ誕生
・トゥアン神父叙階（3月20日）
第93号（2013年7月28日）
・教区創立90周年、列聖運動開始
第94号（2013年10月27日）
・信仰年閉幕行事の案内
・世界平和記念聖堂耐震調査着手
第95号（2014年1月19日）
・「教会ガイドブック」完成
・早副神父帰天（2013年11月8日）
第96号（2014年4月20日）
・猪口大記神父叙階（3月21日）
・教区創立100周年に向けての標語

決定「チャレンジ　新しい福音
宣教」

第97号（2014年7月27日）
・予備神学校開校
・教区の平和年始まる
第98号（2014年10月26日）
・前田大司教大阪の大司教に、肥塚

神父が教区管理者
・列聖運動の動き
・広島土砂災害支援
第99号（2015年1月18日）
・司教座空位の今、教区が取り組む

課題「平和年」「津和野殉教者
列聖運動」「家庭へのチャレン
ジ」

第100号（2015年4月5日）
・第100号特集

第1号～第25号
1986～1994

第26号～第50号
1994～2002

第51号～第75号
2002～2008

第76号～第100号
2009～2015

19911986
1994

2002 2005
2009

第28号（1995年8月10日）
・三末司教叙階10周年
第29号（1995年12月25日）
・正義と平和全国大会in広島報告
第30号（1996年2月1日）
・新広島司教館実施計画の段階へ
第31号（1996年4月7日）
・西江和司神父叙階（3月24日）
・広島教区事務所仮事務所へ移転

（翠町教会）
第34号（1996年10月27日）
・聖体奉仕者の誕生
第35号（1997年2月1日）
・大聖年を準備するために
・聖体奉仕者、集会司式者について
第36号（1997年6月30日）
・服部大介神父叙階（3月20日）
第37号（1997年11月末日）
・広島カトリック会館落成
・野口由松司教帰天（11月9日）
38号（1998年4月30日）
・サビエル記念聖堂献堂
・一粒会再出発10年記念
・広島地区センター開設
第41号（1999年10月1日）
・サビエルの聖腕来る（サビエル渡

来450年記念祭）
・三教区姉妹縁組の準備、「平和の

使徒」推進委員会

第42号（1999年12月24日）
・大聖年始まる
・三末司教による大聖年教書
第44号（2000年8月20日）
・大阪教会管区大聖年平和ミサ
・三教区姉妹縁組調印
第45号（2000年12月20日）
・鳥取西部大地震の被害報告
第46号（2001年4月15日）
・平和の使徒推進委員会を解散し、

宣教司牧企画室を改め平和の使
徒推進室へ

・芸予地震の被害報告
・「どんな教区よその教区」新コー

ナー開始
・津和野乙女峠祭50周年を迎える
第47号（2001年7月31日）
・教皇来日20周年記念、日本司教

団による平和ミサ
・ 教 皇 来 広 2 0 周 年 記 念 司 教 メ ッ

セージ
第48号（2001年10月1日）
・ 教 区 宣 教 司 牧 評 議 会 が 船 出 、

2002年10月に教区大会を提言
・J-CaRMへの改名と説明
第50号（2002年4月1日）
・釜山教区から司祭二人、神学生1

人派遣

第51号（2002年7月31日）
・教区ホームページ開設
・山縣神父帰天（2002年4月4日）
第52号（2002年12月8日）
・広島教区大会に2500人集う
第53号（2003年4月20日）
・東広島教会誕生
第54号（2003年8月1日）
・教区宣教司牧評議会（6月）で、

2005年に教区シノドス開催を諮
問

・岡野神父帰天（2003年4月18日）
第55号（2003年10月19日）
・教区創立80周年記念を岡山鳥取

地区大会として行う
・殉教地・巡礼地ネットワークの発

足
第56号（2004年1月1日）
・伯雲ブロック特集
第57号（2004年4月1日）
・世界平和記念聖堂献堂50周年記

念特集
第60号（2005年4月1日）
・岡山カトリックセンター落成
・鹿江神父帰天（2005年2月17日）
第61号（2005年7月10日）
・第265代教皇ベネディクト16世誕

生
・藤沢神父帰天（2005年5月28日）
第62号（2005年9月15日）
・被爆60周年、平和行事報告
・「カトリック雑誌」新コーナー開

始

・世界平和記念聖堂献堂50周年記
念誌完成

・丸川神父帰天（2005年7月11日）
第63号（2005年12月25日）
・教区代表者会議報告
第64号（2006年4月16日）
・代表者会議を受けて、司教宣言を

出す
第65号（2006年8月1日）
・世界平和記念聖堂が国の重要文化

財に指定される
・平和の使徒推進本部始動
第67号（2007年1月15日）
・終身助祭制度について考える
第68号（2007年4月8日）
・ダミアンの輪設立
・木村神父帰天（2007年1月13日）
第70号（2007年11月4日）
・カトリック正義と平和全国集会、

広島大会の報告
第71号（2008年1月13日）
・釜山教区創立50周年特集
・ヨハネ・パウロ二世来広25周年

記念誌発刊
第72号（2008年3月23日）
・ラサール会館取り壊しが決定。
第74号（2008年10月19日）
・「広島教区の施設」新コーナー開

始
第75号（2008年12月25日）
・ペトロ岐部と187殉教者の列福式

報告

第1号（1986年12月25日）
・三末司教による教区としての三つ

のモットー
第2号（1987年4月19日）
・三末司祭叙階25周年
第4号（1987年12月25日）
・第1回福音宣教推進全国会議、

NICE1 in 京都
・一粒会の発足に向けて
号外（1988年2月7日）
・福音宣教推進広島総決起大会特集
第5号（1988年4月3日）
・野中泉神父叙階（3月21日）
臨時号（1988年11月13日）
・カトリックセンターの建設決定
第7号（1988年12月11日）
・「ひと粒」新コーナー開始
第12号（1990年4月15日）
・後藤正史神父叙階（3月21日）
第13号（1990年8月15日）
・三末司教叙階5周年
第14号（1990年12月25日）
・青少年情報センター開設
第16号（1991年8月15日）
・故愛宮神父の遺骨を左祭壇に納骨

第17号（1991年12月25日）
・真珠湾50周年記念、広島・ホノ

ルル同時ミサのための共同声明
第20号（1992年12月25日）
・トマス小崎像完成（三原に新巡礼

地）
第21号（1993年4月11日）
・教区に宣教司牧評議会が発足
第22号（1993年8月15日）
・日カ連大会と総会が広島で開催

（参加者450人）
・広島教区青年大会開催
第23号（1993年12月25日）
・第2回福音宣教推進全国会議、

NICE2開催
・「主和の輪」設立
・大倉神父帰天（1993年9月27日）
第25号（1994年8月15日）
・司教館建設問題が具体化に向けて

動き出す。
第26号（1994年12月24日）
・平和年始まる
第27号（1995年4月10日）
・大阪教区「新生」計画、阪神大地

震を受けて

1986年：チェルノブイリ原発事故発生　伊豆大島三原山噴火
1987年：国鉄分割民営化
1988年：瀬戸大橋開通　青函トンネル開通
1989年：平成元年　ベルリンの壁崩壊　消費税制度3%導入開始

中国天安門事件
1990年：イラク軍がクウェート制圧
1991年：バブル崩壊　中東湾岸戦争突入　雲仙普賢岳噴火　ソ連解体
1992年：自衛隊カンボジア派遣
1993年：Ｊリーグ開幕　インド大地震
1994年：ロサンゼルス大地震　長野県松本サリン事件

1995年：阪神淡路大震災　地下鉄サリン事件
1996年：原爆ドーム世界遺産になる
1997年：消費税5%引上げ
1998年：冬季オリンピック長野大会
1999年：トルコ大地震　台湾中部大地震
2000年：伊豆三宅島噴火
2001年：米国同時多発テロ発生
2002年：北朝鮮拉致被害者5人帰国

ユーロ圏12ヶ国で欧州単一通貨ユーロが流通開始
東ティモールへ自衛隊派遣
田中耕一、小柴教授がノーベル賞受賞

2003年：米英軍イラク・バグダッド爆撃開始　日本郵政公社営業開始
2004年：新潟中越地震　スマトラ沖地震　イラクへ自衛隊派遣
2005年：パキスタン北東部大地震
2006年：ジャワ島大地震
2007年：参院選で自民党歴史的惨敗
2008年：中国四川省大地震
2009年：衆院選で民主党圧勝　裁判員裁判開始　オバマ米国大統領就任

2010年：チリ鉱山事故生存者救出
2011年：東日本大震災と東電福島第1原発事故
2012年：東京スカイツリー開業　山中教授がノーベル賞受賞
2013年：富士山世界文化遺産になる
2014年：御嶽山噴火　広島市北部土砂災害
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わ
た
し
た
ち
は
グ
ロ
ー
バ
ル

化
が
急
速
に
進
展
し
て
い
る
時

代
の
中
で
生
活
し
て
い
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル

化
と
は
、
社
会
的
あ
る
い
は
経

済
的
な
関
連
が
、
旧
来
の
国
家

や
地
域
な
ど
の
境
界
を
越
え

て
、
地
球
規
模
に
拡
大
し
て

様
々
な
変
化
を
引
き
起
こ
す
現

象
で
す
。
人
間
の
わ
た
し
た
ち

は
、
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
、
情

報
な
ど
の
国
境
を
超
え
、
世
界

の
国
々
と
相
互
依
存
関
係
の
中

で
生
活
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
文
化
的

で
経
済
的
な
分
野
の
み
な
ら

ず
、
宗
教
的
に
も
我
々
の
生
活

に
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
っ
て
、

国
境
を
越
え
た
集
団
や
組
織
な

ど
が
増
え
る
こ
と
で
、
わ
れ
わ

れ
の
教
会
に
通
う
人
た
ち
も

様
々
な
と
こ
ろ
か
ら
来
た
こ
と

は
、
だ
れ
で
も
認
め
る
こ
と
だ

ろ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
ど
の

よ
う
に
こ
う
し
た
国
籍
、
文

化
、
言
語
、
人
種
、
性
別
な
ど

超
え
、
主
イ
エ
ス
の
も
と
に
集

ま
っ
た
教
会
が
真
の
神
の
民
と

し
て
歩
む
べ
き
か
は
、
現
在
教

会
の
一
つ
の
課
題
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
全
世
界
の
各
教

会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
に
合

わ
せ
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴

う
様
々
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
応
え

よ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。

　

福
山
教
会
に
来
た
時
に
、

び
っ
く
り
し
た
こ
と
の
一
つ

は
、
在
日
外
国
人
の
信
者
が
多

い
こ
と
で
す
。
日
本
語
の
ミ
サ

の
ほ
か
に
、
英
語
、
ス
ペ
イ
ン

語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
ベ
ト
ナ

ム
語
の
そ
れ
ぞ
れ
の
ミ
サ
も
あ

り
ま
す
。
日
本
の
ミ
サ
に
来
る

外
国
人
が
い
る
こ
と
は
事
実
で

す
が
、
ど
う
す
れ
ば
教
会
の
中

で
信
者
同
士
の
交
流
を
増
や
す

こ
と
が
で
き
る
か
は
、
教
会
の

一
つ
の
課
題
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
「
楽
し
み
な
が
ら
み

な
で
一
つ
の
家
族
に
な
ろ
う
」

を
テ
ー
マ
に
し
、
ミ
カ
エ
ル

フ
ェ
ス
タ
と
い
う
お
祭
り
を

行
う
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し

た
。
ミ
カ
エ
ル
フ
ェ
ス
タ
は

二
〇
一
五
年
一
月
二
十
五
日
に

行
わ
れ
、
様
々
な
国
の
食
べ

物
、
飲
み
物
、
雑
貨
な
ど
が
販

売
さ
れ
、
準
備
段
階
か
ら
大
勢

の
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
ミ
カ

エ
ル
フ
ェ
ス
タ
を
中
心
に
神
の

民
で
あ
る
教
会
と
し
て
集
ま

り
、
互
い
の
文
化
、
食
べ
物
な

ど
認
め
合
う
こ
と
が
で
き
た
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

確
か
に
人
間
が
集
ま
る
と
こ

ろ
に
は
時
々
問
題
が
存
在
す
る

の
で
す
が
、
国
籍
、
性
別
、
年

齢
を
超
え
、
唯
一
性
と
多
様
性

を
認
め
る
こ
と
か
ら
、
教
会
の

力
と
豊
か
さ
が
湧
き
出
る
で

し
ょ
う
。
唯
一
の
神
、
唯
一
の

主
イ
エ
ス
を
信
じ
る
こ
と
は
、

教
会
の
集
い
の
礎
な
の
で
す
。

急
速
に
変
わ
り
、
移
動
が
多
い

世
界
、
文
化
と
宗
教
の
相
違
が

対
立
の
原
因
と
な
る
中
で
は
、

出
身
地
の
相
違
を
超
え
、
兄
弟

姉
妹
、
神
の
家
族
と
し
て
集
ま

る
教
会
は
、
真
の
地
の
塩
と
世

の
光
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

出
身
地
を
超
え
る
教
会

福
山
教
会

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
神
父

Ｊ
ー
Ｃ
ａ
Ｒ
Ｍ
広
島
便
り

（
五
面
よ
り
）

編
集
「
教
区
報
で
、
一
番
み
ん
な
が
関

心
の
あ
る
記
事
は
、
司
祭
の
人
事
に

関
す
る
こ
と
の
よ
う
で
す
。
司
祭
年

特
集
（
二
〇
一
〇
年
）
の
際
、
地
区

ご
と
に
司
祭
を
顔
写
真
付
き
で
紹
介

し
た
こ
と
は
好
評
で
し
た
。」

服
部
「
新
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
、
ど
な
た

か
の
コ
ラ
ム
（
天
声
人
語
や
天
風
録

な
ど
）
を
入
れ
て
は
？
」

編
集
「
過
去
に
専
門
家
に
意
見
を
聞
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
、
編

集
後
記
や
コ
ラ
ム
か
ら
読
む
人
が
い

る
の
で
、
そ
の
部
分
を
充
実
し
た
方

が
良
い
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
ま

し
た
。」

司
教
「
私
は
、編
集
後
記
や
コ
ラ
ム
は
、

必
ず
読
み
ま
す
ね
。
昔
、
カ
ト
リ
ッ

ク
新
聞
の
コ
ラ
ム
を
担
当
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
短
文
で
し
た
が
、

そ
の
内
容
に
対
し
て
、
後
か
ら
よ
く

返
事
を
も
ら
い
ま
し
た
。」

服
部
「
一
〇
一
号
か
ら
は
新
し
い
コ
ー

ナ
ー
を
作
り
た
い
で
す
ね
。」

斎
藤
「
教
区
報
の
最
終
ペ
ー
ジ
『
風
紋
』

の
名
づ
け
親
は
私
で
す
。最
初
は『
波

紋
』に
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

世
間
の
色
々
な
こ
と
を
、
ち
ょ
っ
と

批
評
す
る
た
め
、
そ
の
こ
と
が
周
囲

に
及
ん
で
影
響
を
与
え
る
様
と
し
て

「
波
紋
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
し

た
。」

服
部
「
今
後
、
何
を
企
画
し
た
ら
良
い

で
し
ょ
う
か
？
」

司
教
「
前
教
皇
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
十
六

世
が
、
盛
ん
に
言
っ
て
い
た
こ
と
は

『
宣
教
』。特
に
洗
礼
を
受
け
た
人
は
、

も
う
一
度
、
信
仰
に
立
ち
返
る
こ
と

へ
の
『
宣
教
』
が
大
切
だ
と
お
っ
し

ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
信
徒
一
人
ひ
と

り
が
、
教
会
か
ら
離
れ
て
い
る
人
に

対
し
て
、
も
う
一
度
、
帰
っ
て
き
て

く
れ
る
よ
う
な
活
動
、
そ
れ
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
よ
う
な
広
報
誌
で
あ
っ
て

欲
し
い
。
そ
う
し
た
内
容
を
充
実
さ

せ
て
欲
し
い
。

　

今
後
、
教
会
に
く
る
人
は
少
な
く

な
る
で
し
ょ
う
。
老
齢
や
病
気
で
来

ら
れ
な
い
人
も
多
く
な
っ
て
い
き
ま

す
が
、
教
会
か
ら
離
れ
て
い
る
人
を

目
覚
め
さ
せ
る
企
画
が
欲
し
い
で
す

ね
。」

斎
藤「
昔
は
教
区
報
を
読
ん
で
も
ら
い
、

信
仰
を
広
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
信
者
と
し
て
の
信
仰
に
対
す

る
課
題
や
問
題
が
多
い
昨
今
、今
は
、

そ
う
し
た
こ
と
に
対
す
る
キ
ー
ワ
ー

ド
（
信
仰
に
対
し
て
啓
発
す
る
よ
う

な
こ
と
）
を
、
少
し
ず
つ
入
れ
て
い

っ
て
欲
し
い
。」

編
集
「
教
区
報
は
、
教
区
の
歩
み
に
関

す
る
報
告
を
ま
と
め
る
も
の
と
し
て

の
広
報
誌
で
し
た
。
そ
れ
は
、
編
集

側
か
ら
の
一
方
通
行
の
よ
う
な
イ
メ

ー
ジ
。
こ
れ
か
ら
は
、
変
え
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
言
う
こ
と
で
し
ょ
う

か
。」

司
教
「『
広
報
の
日
』
に
対
し
て
、
信

徒
も
司
祭
も
無
関
心
に
な
っ
て
い
ま

す
。
教
区
報
を
活
用
し
て
、
今
後
、

ど
の
よ
う
に
宣
伝
し
て
い
く
か
が
大

切
。
当
時
、長
崎
は
信
徒
数
の
割
に
、

カ
ト
リ
ッ
ク
新
聞
の
購
読
者
が
少

な
か
っ
た
。『
教
区
誌
が
あ
る
か
ら
』

と
の
反
応
も
あ
っ
た
。
そ
う
で
は
な

い
こ
と
を
、
ち
ゃ
ん
と
伝
え
る
必
要

が
あ
っ
た
。」

服
部
「
教
区
報
は
、
教
区
か
ら
一
方
的

に
各
小
教
区
に
配
布
す
る
だ
け
。
読

ん
で
も
ら
う
よ
う
な
働
き
か
け
は
し

て
い
な
い
。
こ
れ
か
ら
は
、
何
か
働

き
か
け
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り

そ
う
で
す
。」

司
教「
報
告
が
主
体
の
広
報
誌
も
必
要
。

長
崎
は
、
歴
史
的
な
確
認
が
教
区
報

で
で
き
る
の
は
事
実
。
た
だ
、
そ
れ

だ
け
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？
」

斎
藤
「
広
島
教
区
に
は
そ
れ
ま
で
、
過

去
の
歴
史
的
な
記
録
を
確
認
す
る
も

の
が
無
か
っ
た
。
そ
の
役
割
と
し
て

教
区
報
は
欠
か
せ
な
い
も
の
に
な
っ

て
い
ま
す
。
現
在
の
教
区
報
の
位

置
づ
け
と
し
て
は
、『
記
録
・
報
告
』

と
『
予
告
』
が
半
々
で
し
ょ
う
か
。」

司
教
「
十
人
十
色
の
考
え
方
が
あ
る
で

し
ょ
う
。
本
筋
と
し
て
、
教
区
の
方

向
性
が
分
か
る
も
の
が
必
要
で
す
。」

編
集「
年
に
四
回
発
行
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
中
で
一
回
は
誰
で
も
わ
か
る
内

容
の
も
の
を
企
画
し
て
掲
載
し
て
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
？
編
集
委
員
と
し

て
意
識
す
る
こ
と
と
し
て
、
で
き
る

だ
け
難
し
い
単
語
を
使
わ
な
い
こ
と

や
、
写
真
に
は
注
釈
を
つ
け
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。」

司
教
「
ク
リ
ス
マ
ス
ミ
サ
の
時
、
普

通
に
『
お
恵
み
』
と
言
っ
た
ら
、
あ

る
人
か
ら
『
お
恵
み
っ
て
何
で
す

か
？
』
と
。
私
た
ち
は
分
か
っ

て
い
て
も
、
単
語
を
理
解
で
き

な
い
人
も
読
む
こ
と
を
意
識
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
ね
。
教
区

報
は
、
教
区
の
責
任
と
し
て
の

『
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
』
と
し
て
作
成

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ

う
。
あ
る
一
部
の
人
に
対
す
る

内
容
も
大
切
で
す
が
、
全
体
に

向
け
て
発
信
す
る
こ
と
も
大
切

で
す
。」

編
集
「
文
字
（
活
字
）
と
し
て
残

す
こ
と
の
大
切
さ
と
、
電
子
化

と
し
て
の
時
代
の
流
れ
に
お
い

て
、
ど
の
よ
う
な
お
考
え
が
あ

り
ま
す
か
？
」

司
教
「
記
録
と
し
て
文
字
に
残
す

こ
と
は
大
切
で
す
。
電
子
化
の

場
合
、
人
間
性
と
し
て
の
関
わ
り
を

形
成
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い

き
ま
す
。
あ
る
程
度
、
利
用
す
る
こ

と
は
良
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、『
記

憶
』
と
し
て
教
区
報
は
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
で
し
ょ
う
。」

斎
藤
「
発
刊
は
Ｂ
５
版
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
が
、
四
号
以
降
、
Ａ
四

版
に
変
わ
り
読
み
や
す
く
な
り
ま
し

た
。『
広
島
教
区
報
』
の
タ
イ
ト
ル

の
デ
ザ
イ
ン
は
、
数
個
の
案
を
挙
げ

て
、
編
集
委
員
で
選
び
ま
し
た
。
発

刊
か
ら
変
わ
っ
て
い
な
い
デ
ザ
イ
ン

で
す
。」

司
教「
教
区
報
も
時
代
に
沿
っ
た
形
で
、

カ
ラ
ー
（
八
十
四
号
：
二
〇
一
一
年

四
月
か
ら
）
に
な
っ
て
い
る
の
で
非

常
に
良
い
。」

司
教
「
教
区
報
が
百
号
を
迎
え
ら
れ
た

こ
と
は
、
み
な
さ
ん
の
努
力
と
犠
牲

の
賜
物
。
こ
れ
は
神
の
計
ら
い
と
お

恵
み
で
す
。
教
区
民
の
皆
さ
ま
の
祈

り
に
支
え
ら
れ
て
き
た
と
実
感
し
ま

す
。
こ
れ
を
土
台
に
し
て
、
今
後
の

発
展
を
願
っ
て
い
ま
す
。
今
日
は
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」

　
こ
う
し
て
、
終
始
な
ご
や
か
な
「
座

談
会
」
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
長
く
続
い
て
き
た
教
区
報
に
は
、
陰

で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
方
々
の

ご
尽
力
が
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
広
島
教
区

の
歴
史
を
記
録
す
る
役
目
を
担
う
「
教

区
報
」
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。

　

重
要
文
化
財
・
世
界
平
和
記
念
聖

堂
の
耐
震
診
断
事
業
は
、
二
ヵ
年
に

わ
た
る
調
査
検
討
を
進
め
て
き
た
。

　

こ
の
た
び
、
第
四
回
有
識
者
委
員

会
が
三
月
七
日
（
土
）
に
開
か
れ
、

耐
震
補
強
案
が
了
承
さ
れ
た
。
こ
れ

に
よ
り
五
月
か
ら
具
体
的
な
耐
震
補

強
、
外
壁
や
大
屋
根
の
改
修
な
ど
の

実
施
設
計
を
進
め
、
文
化
庁
や
広
島

県
、
広
島
市
へ
の
補
助
金
の
申
請
手

続
き
を
経
て
、
二
十
八
年
度
か
ら
具

体
的
な
補
強
工
事
が
実
施
さ
れ
る
見

通
し
と
な
っ
た
。

　

原
爆
死
没
者
の
慰
霊
と
世
界
平
和

の
実
現
に
捧
げ
ら
れ
た
司
教
座
聖
堂

を
、
被
曝
七
十
周
年
の
節
目
に
大
規

模
地
震
に
耐
え
う
る
安
全
な
建
物
と

し
て
保
存
活
用
し
て
ゆ
く
こ
と
は
、

広
島
司
教
区
に
課
せ
ら
れ
た
福
音
宣

教
の
一
つ
の
取
組
み
と
な
る
。
聖
堂

は
、
広
島
県
が
進
め
る
「
魅
力
あ
る

建
築
物
創
造
事
業
」
の
一
環
で
「
訪

れ
た
い
」
と
思
え
る
「
ひ
ろ
し
ま
の

建
築
物
」
ベ
ス
ト
三
十
に
選
ば
れ
、

地
域
の
「
宝
」
と
し
て
も
高
い
評
価

を
得
た
。
多
く
の
人
が
慰
霊
の
た
め

に
聖
堂
を
訪
れ
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

に
触
れ
る
こ
と
も
、
キ
リ
ス
ト
の
平

和
を
伝
え
る
大
切
な
機
会
と
な
る
。

　

今
回
の
耐
震
補
強
工
事
の
概
算
額

は
、
約
九
億
八
千
万
円
と
見
積
も
ら

れ
た
。
今
後
、
実
施
設
計
の
中
で
正

確
な
費
用
が
明
ら
か
に
な
る
が
、
相

当
な
費
用
が
見
込
ま
れ
る
。
信
徒
の

皆
様
は
じ
め
各
種
団
体
に
は
、
経
済

的
に
ご
負
担
を
お
掛
け
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
聖
堂
の
存
在
意
義
と

そ
の
趣
旨
を
ご
理
解
の
上
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
募
金
活
動
の
本
格
的
な
開

始
に
先
立

ち
、
す
で

に
下
記
口

座
で
献
金

を
受
け
付

け
て
い
ま

す
の
で
、

ご
利
用
く

だ
さ
い
。

重
要
文
化
財

世
界
平
和
記
念
聖
堂

　

耐
震
補
強
案
を
検
討

世界平和記念聖堂募金 
郵便振替口座
口 座 名 ：カトリック広島司教区
口座番号：01320-3-109791
＊通信欄に「聖堂保存献金」と記入して
ください。

原
田
神
父
を
中
心
に
、
聖
堂
耐
震
補
強
工
事

有
識
者
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
一
同

右端、フレデリック神父、いろいろな国籍の人々が集ま
るミカエルフェスタ

長年教区報の編集に携わっておられる川野さん（左端）現在（五・七代）
編集長の服部神父（右端）
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廿
日
市
聖
母
マ
リ
ア
幼
稚
園
は
世

界
遺
産
、
厳
島
神
社
（
宮
島
）
の
対

岸
、
廿
日
市
市
に
あ
り
ま
す
。

　

教
育
の
理
念
は
、聖
書
の
中
の「
あ

な
た
た
ち
は
世
の
光
、
地
の
塩
で
あ

る
」
の
言
葉
か
ら
、
メ
ル
セ
ス
会
創

立
者
マ
ド
レ
マ
ル
ガ
リ
タ
の
建
学
の

精
神
を
元
に
し
て
い
ま
す
。

　
「
光
の
子
」
と
は
、
明
る
く
、
暖

か
い
、
思
い
や
り
の
あ
る
情
緒
豊
か

な
感
謝
の
心
を
も
つ
子
ど
も
。

　
「
塩
の
子
」
と
は
、
自
分
で
考
え
、

良
心
に
基
づ
い
て
行
動
で
き
る
意
志

の
強
い
子
ど
も
の
こ
と
で
す
。

　

更
に
、
腰
骨
を
立
て
て
座
る
立
腰

教
育
を
取
り
入
れ
、
物
事
に
対
し
正

し
い
姿
勢
で
、
集
中
力
や
根
気
力
、

持
続
力
が
つ
く
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

ま
た
、躾
の
三
原
則
と
云
わ
れ
る
、

一
、挨
拶
は
自
分
か
ら
先
に
す
る（
積

極
性
）

二
、
ハ
イ
と
短
い
返
事
を
す
る
（
素

直
な
心
）

三
、
履
物
を
揃
え
る
（
活
動
の
け
じ

め
を
つ
け
る
、
自
主
性
）　　

を
育
み
ま
す
。

　

二
〇
一
三
年
二
月
に
全
園
舎
（
三

棟
）の
耐
震
建
替
新
築
工
事
を
終
え
、

現
在
三
学
年
四
ク
ラ
ス
約
四
百
十

人
を
越
え
る
園
児
が
通
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
中
心
と
な
る
メ
ル
セ
ス
棟

に
は
十
の
保
育
室
と
管
理
棟
、
屋
上

が
あ
り
、
光
と
風
が
抜
け
る
エ
コ
ボ

イ
ド
の
設
計
で
明
る
く
気
持
ち
の
良

い
ガ
ラ
ス
張
り
の
園
舎
と
な
り
ま
し

た
。
広
い
廊
下
は
見
渡
し
易
く
、
絵

画
制
作
の
時
に
は
バ
ル
コ
ニ
ー
も
水

彩
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
大
活
躍
し
て
い

ま
す
。
別
棟
マ
ル
ガ
リ
タ
棟
で
は
、

在
園
生
の
預
か
り
保
育
や 

発
表
会
、

巧
技
台
遊
び
の
場
と
し
て
だ
け
で
な

く
、
二
歳
児
の
親
子
教
室
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ホ
ー
ル
棟
で
は
全
学
年
合

同
で
の
行
事
を
ホ
ー
ル
で
行
い
、
二

ク
ラ
ス
の
保
育
室
を
配
し
て
い
ま

す
。
沢
山
の
お
友
だ
ち
や
大
好
き
な

先
生
と
、
家
庭
的
雰
囲
気
に
包
ま
れ

伸
び
伸
び
と
活
動
す
る
中
で
、
子
ど

も
達
は
静
と
動
の
切
り
換
え
の
で
き

る
力
を
養
っ
て
い
ま
す
。
隣
接
す
る

廿
日
市
教
会
へ
、
神
様
の
お
話
を
聞

き
に
行
か
せ
て
頂
い
た
り
、
専
門
教

師
に
よ
る
体
操
や
英
語
、
リ
ト
ミ
ッ

ク
も
取
り
入
れ
、
様
々
な
角
度
か
ら

子
ど
も
達
の
『
意
欲
の
素
』
を
育
て

て
い
ま
す
。

廿
日
市
聖
母
マ
リ
ア
幼
稚
園

学
校
法
人　

光
塩
学
園

25

広
島
教
区
の
施
設

地
区
便
り

36

下
関
労
働
教
育
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

山
口
島
根
地
区

岡
山
鳥
取
地
区

＊
二
〇
一
四
年
度
第
三
回
地
区
財

務
委
員
会
及
び
、
地
区
宣
教
司
牧

評
議
会
が
二
〇
一
五
年
二
月
十
一

日
に
開
催

　

地
区
宣
教
司
牧
評
議
会
で
は
、

各
推
進
チ
ー
ム
・
各
グ
ル
ー
プ
代

表
に
よ
り
活
動
報
告
が
あ
っ
た
。

平
和
を
実
現
す
る
人

　
「
過
去
に
目
を
閉
ざ
す
者
は
、

現
在
に
も
盲
目
と
な
る
」
と
演

説
し
た
ワ
イ
ツ
ゼ
ッ
カ
ー
元
ド

イ
ツ
大
統
領
が
亡
く
な
っ
た
。

　

世
界
大
戦
後
の
ド
イ
ツ
と
日

本
の
安
易
な
比
較
は
い
た
だ
け

な
い
が
、
過
去
に
目
を
閉
ざ
す

ど
こ
ろ
か
、
過
去
を
自
分
の
都

合
に
合
わ
せ
て
改
竄
し
、
現
在

に
お
い
て
も
放
射
能
汚
染
水
の

海
洋
へ
の
垂
れ
流
し
を
長
く
口

を
閉
ざ
し
て
い
た
様
に
不
都
合

な
真
実
は
「
秘
密
保
護
」
し
、

憲
法
す
ら
都
合
の
良
い
具
合
に

解
釈
・
ル
ー
ル
変
更
を
し
て
行

く
、
そ
ん
な
人
間
た
ち
が
戦
後

七
十
年
談
話
を
発
表
し
よ
う
と

し
て
い
る
国
が
目
の
前
に
あ

る
。

　

教
皇
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世

が
広
島
で
述
べ
た
「
過
去
を
ふ

り
返
る
こ
と
は
将
来
に
対
す
る

責
任
を
担
う
こ
と
」
と
か
け
離

れ
た
彼
ら
の
言
う「
未
来
志
向
」

は
、
先
日
司
教
団
が
発
表
し
た

戦
後
七
十
年
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

「
今
こ
そ
武
力
に
よ
ら
な
い

平
和
を
」
と
も
か
け
離
れ
、

「
自
衛
権
」
の
た
め
の
軍
備

増
強
、
民
意
や
生
活
を
脅
か

す
新
基
地
の
建
設
、
武
器
輸

出
の
解
禁
に
そ
の
片
鱗
が
見

え
、
不
安
を
覚
え
さ
せ
る
。

　
「
平
和
へ
の
道
を
歩
も
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
の

道
こ
そ
が
、
人
間
の
尊
厳
を

尊
厳
た
ら
し
め
る
も
の
」
で

あ
る
。
報
復
や
言
葉
も
含
め

た
暴
力
の
連
鎖
を
拒
む
こ
と

が
そ
れ
に
苦
し
む
人
に
寄
り

添
い
、「
平
和
を
実
現
す
る

人
」た
る
第
一
歩
で
あ
ろ
う
。

　

お
知
ら
せ
。
四
月
か
ら
援

助
修
道
会
の
シ
ス
タ
ー
山
本

紀
久
代
が
下
関
労
働
教
育
セ

ン
タ
ー
で
働
く
こ
と
に
な
り

希
望
が
ふ
く
ら
み
ま
す
。
広

島
教
区
で
の
、
東
北
被
災
地

で
の
働
き
、
そ
し
て
彼
女
自

身
の
タ
レ
ン
ト
が
、
セ
ン

タ
ー
に
と
っ
て
、
ま
た
広
島

教
区
に
と
っ
て
豊
か
な
恵
み

を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
お
祈
り
く
だ
さ

い
。

（
大
城
研
司
）

＊
宇
部
・
小
野
田
ブ
ロ
ッ
ク
典
礼

奉
仕
者
研
修
会

　

一
月
二
十
四
日
（
土
）
に
、
宇

部
教
会
に
お
い
て
「
宇
部
・
小
野

田
ブ
ロ
ッ
ク
典
礼
奉
仕
者
研
修

会
」
を
行
い
、
司
祭
不
在
に
よ
る

集
会
祭
儀
、
臨
時
の
聖
体
奉
仕
に

つ
い
て
学
ん
だ
。
片
柳
神
父
、

シ
ス
タ
ー
三
名
、
三
教
会
信
徒

二
十
二
名
が
参
加
し
た
。

＊
平
和
ア
ピ
ー
ル1981

の
集
い

　

二
月
二
十
二
日
（
日
）
に
サ
ビ

エ
ル
高
校
に
て
、
聖
パ
ウ
ロ
・
ヨ

ハ
ネ
二
世
教
皇
の
来
広
を
記
念
し

た
集
い
を
開
催
。
初
め
に
、
バ
ッ

タ
ン
バ
ン
友
の
会
で
カ
ン
ボ
ジ
ア

ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
サ
ビ
エ
ル
高

校
生
徒
二
名
の
体
験
報
告
と
カ
ン

ガ
ス
神
父
様
の
報
告
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
広
島
教
区
正
義
と
平
和

協
議
会
担
当
で
光
教
会
主
任
の
後

藤
神
父
が
「
平
和
の
使
徒
と
な
ろ

う
～
ま
つ
ろ
わ
ぬ
道
を
選
び
取
る

～
」
と
題
し
て
講
演
さ
れ
た
。
午

後
か
ら
は
分
か
ち
合
い
と
ミ
サ
が

行
わ
れ
た
。

＊
地
区
養
成

　

四
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
、
山

口
ブ
ロ
ッ
ク
で
百
瀬
神
父
に
よ
る

「
信
徒
の
神
学
（
全
六
回
）
」
が

山
口
教
会
に
て
開
催
さ
れ
る
。

　

林
神
父
に
よ
る
「
社
会
教
説
学

習
会
」
の
各
小
教
区
日
程
に
つ
い

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
通
知
済
み
。

七
月
十
八
日
（
土
）
～
十
九
日

（
日
）
に
は
、
下
関
労
働
教
育
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
宿
泊
研
修
が
行

わ
れ
る
。

＊
地
区
全
体
へ
の
呼
び
か
け

　

「
奉
献
生
活
の
年
」
を
記
念
し

て
、
八
月
三
十
一
日
（
月
）
に
菅

原
神
父
（
イ
エ
ズ
ス
会
）
の
講
演

会
を
山
口
教
会
で
開
催
す
る
。

　

十
月
十
八
日
（
日
、
世
界
宣
教

の
日
）
に
は
、
「
地
区
大
会
」
が

開
催
さ
れ
る
予
定
。

休
憩
後
よ
り
、
三
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、「
教
区
の
優
先
課
題
を
信

徒
さ
ん
一
人
ひ
と
り
と
分
か
ち
合

う
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
、
特
に

予
備
神
学
校
の
報
告
を
も
と
に
分

か
ち
合
い
が
行
わ
れ
た
。

＊
き
ょ
う
ど
う
推
進
チ
ー
ム

　

地
区
内
で
の
滞
日
外
国
人
の
司

牧
は
、
こ
の
一
年
で
大
き
な
変
化

が
あ
っ
た
。
ト
ゥ
ア
ン
神
父
様
が

関
わ
っ
て
く
だ
さ
る
こ
と
に
よ

り
、
現
在
、
ベ
ト
ナ
ム
語
の
ミ
サ

が
岡
山
教
会
で
定
期
的（
月
一
回
）

に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
岡
山

に
い
る
ベ
ト
ナ
ム
人
が
教
会
に
集

ま
り
や
す
く
な
っ
た
。
ま
た
、
リ

カ
ル
ド
神
父
様
が
司
牧
活
動
を
広

げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
広
範
囲

の
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
と
関
わ
り
を
持

つ
よ
う
に
な
っ
た
。
最
近
で
は
、

月
に
一
度
、隠
岐
島
に
出
張
さ
れ
、

山
陰
に
お
け
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の

大
き
な
希
望
と
な
っ
て
い
る
。
今

後藤神父、自筆の書を用いての講演

岡山鳥取地区財務委員会の様子

年
の
聖
週
間
で
は
隠
岐
島
で
初
め

て
と
な
る
「
聖
な
る
三
日
間
」
の

典
礼
が
行
わ
れ
る
予
定
。

＊
平
和
推
進
チ
ー
ム

　

二
月
十
一
日
、
講
演
「
現
代
の

殉
教
～
戸
田
帯
刀
教
区
長
射
殺
事

件
が
問
い
か
け
る
も
の
～
」
が
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
カ
ト
リ
ッ
ク
の

共
催
で
行
わ
れ
た
。
戸
田
神
父
様

は
戦
後
三
日
目
に
司
教
館
玄
関
で

憲
兵
に
よ
っ
て
射
殺
。
札
幌
教
区

長
時
代
に
も
「
国
体
観
念
希
薄
」

と
し
て
入
獄
。
国
家
主
義
に
巻
き

込
ま
れ
た
教
会
の
中
で
、
神
へ
の

忠
誠
と
高
位
聖
職
者
の
苦
悩
を
一

身
に
負
い
そ
し
て
殉
教
し
た
。
秘

密
保
護
法
が
施
行
さ
れ
た
現
在
、

学
ぶ
こ
と
は
多
い
。
昭
和
十
九
年

十
月
九
日
横
浜
教
区
長
着
座
式

で
、
頭
を
丸
坊
主
に
し
て
の
決
意

の
言
葉
、「
私
は
自
分
の
生
命
を

か
け
て
、
日
本
の
た
め
、
ま
た
世

界
平
和
の
た
め
に
働
き
ま
す
」

＊
平
和
ア
ピ
ー
ル1981

報
告

テ
ー
マ
：「
聖
地
パ
レ
ス
チ
ナ
は

今
～
平
和
へ
の
道
を
歩
む
た
め
に

～
」

　

ヴ
ィ
タ
リ
神
父
様
は
「
教
会
は

聖
地
を
忘
れ
な
い
。
忘
れ
た
ら
イ

エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
忘
れ
る
」
と

語
ら
れ
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
昨
今

の
風
潮
の
中
、
私
た
ち
も
無
関
心

や
偏
見
を
身
に
つ
け
て
き
て
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
三

宗
教
に
と
っ
て
の
聖
地
、
パ
レ
ス

チ
ナ
出
身
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
モ
タ

ズ
さ
ん
を
迎
え
、
人
々
の
生
活
と

願
い
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
そ
の

地
が
「
多
様
性
と
調
和
」（
違
い

を
恵
み
の
豊
か
さ
と
し
て
尊
重

し
、
共
に
生
き
る
こ
と
）
を
も
っ

て
豊
か
に
発
展
し
て
き
た
、
ま
さ

に
「
平
和
の
聖
地
」
で
あ
る
こ
と

を
画
像
で
紹
介
さ
れ
「
パ
レ
ス
チ

ナ
に
平
和
は
今
も
あ
り
、
希
望
が

あ
る
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。
残
酷

な
現
実
を
穏
や
か
に
伝
え
な
が

ら
、
深
い
信
仰
を
も
っ
て
、
平
和

は
常
に
世
界
と
次
の
世
代
の
た
め

の
「
私
た
ち
の
選
択
」
に
よ
る
こ

と
を
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

＊
二
〇
一
五
年
度
予
定

（　

）
内
は
、
担
当
教
会

●
二
〇
一
五
年

・
四
月
十
二
日　

教
区
平
和
年
特

別
ミ
サ
（
米
子
）

・
五
月
三
日　

津
和
野
乙
女
峠
巡

礼
（
三
教
会
合
同
）

・
八
月
十
日
～
十
二
日　

教
区
練

成
会
（
米
子
）
小
学
生
な
ど
が

参
加

・
九
月
十
三
日　

ブ
ロ
ッ
ク
勉
強

会
（
松
江
）
テ
ー
マ
：
典
礼
に

つ
い
て　

講
師
：
具ク

正チ
ョ
ン
モ謨
神
父

・
十
一
月
三
日　

米
子
教
会
八
十

周
年
、
境
港
教
会
五
十
周
年
祝

賀
会
（
米
子
）

・
十
一
月
二
十
三
日　

永
井
隆

博
士
追
悼
平
和
祈
念
ミ
サ
（
松

江
）
雲
南
市
三
刀
屋
町
永
井
記

念
館
長
崎
純
心
聖
母
会
の
シ
ス

タ
ー
に
よ
る
講
演

●
二
〇
一
六
年

・
一
月
十
日　

新
年
研
修
会
（
松

江
）

●
そ
の
他

・
隠
岐
島
へ
の
巡
回
司
牧
を
年
間

を
通
し
て
行
い
ま
す
。

・
滞
在
外
国
人
共
同
黙
想
会
を
待

降
節
中
に
行
い
ま
す
。

・
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
を
四
回
（
四

月
二
十
六
日
、
六
月
二
十
八

日
、
十
月
十
八
日
、
二
月

二
十
八
日
）
行
い
ま
す
。

・
司
祭
交
代
（
三
教
会
相
互
）
を

待
降
節
中
十
二
月
六
日
と
四
旬

節
中
三
月
六
日
に
行
い
ま
す
。

広
島
地
区

伯
雲
ブ
ロ
ッ
ク

マリア祭で踊りを披露する園児たち

平和を訴えるモタズさん

教会スタンプラリー完了

認定証番号第0007号
丸山　秀子 さん

（岡山教会）

認定証番号第0008号
野中　泉 神父

（倉敷教会）
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「
す
べ
て
の
人
に

 

　
　
　
　
す
べ
て
と
な
っ
て
」

米
子
教
会　

荻 

喜
代
治 
神
父

〈84〉

の
方
々
が
来
ら
れ
れ
ば
、
読
み

方
だ
け
練
習
し
て
ポ
ル
ト
ガ
ル

語
、
ス
ペ
イ
ン
語
そ
し
て
英
語

ミ
サ
も
し
ま
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム

語
だ
け
は
ど
う
し
て
も
無
理
で

し
た
。

〈
召
命
に
つ
い
て
〉

　

二
期
に
わ
た
る
長
い
間
、
司

祭
養
成
担
当
を
し
て
き
ま
し

た
。
神
学
生
、
若
い
司
祭
た
ち

の
中
に
は
日
本
だ
け
で
は
な

く
、
ベ
ト
ナ
ム
・
韓
国
・
コ
ン

ゴ
民
主
共
和
国
・
フ
ィ
リ
ピ

ン
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
人
た
ち

が
い
ま
す
。
私
も
そ
う
で
し
た

が
、
若
い
時
期
は
色
々
と
悩
む

も
の
で
す
。
お
互
い
に
助
け
合

い
な
が
ら
、
神
学
生
、
司
祭
と

し
て
楽
し
ん
で
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

〈
若
者
の
養
成
〉

　

将
来
の
教
会
を
考
え
る
と
、

子
ど
も
や
若
者
た
ち
の
養
成
は

大
切
で
す
。
英
語
ミ
サ
に
一
緒

に
来
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
子
ど
も

た
ち
の
信
仰
養
成
も
大
切
で

す
。

　

六
十
代
に
は
な
り
ま
し
た

が
、
い
つ
も
子
ど
も
た
ち
と
楽

し
く
遊
び
、
楽
し
い
教
会
へ
と

成
長
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。

ほ
と
ん
ど
小
さ
な
教
会
を
回
っ

て
き
ま
し
た
。
小
さ
な
教
会

で
、
子
ど
も
、
若
者
、
高
齢

者
、
病
者
、
外
国
人
た
ち
を
大

切
に
歩
ん
で
来
た
つ
も
り
で

す
。
一
人
ひ
と
り
と
の
出
会
い

を
大
切
に
し
、
家
庭
訪
問
も

し
、
最
初
は
小
さ
な
群
れ
で
し

た
が
段
々
と
人
数
が
増
え
て
き

ま
す
。

　

外
国
語
は
得
意
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
や
ペ
ル
ー

　

私
は
若
く
し
て
司
祭
叙
階

さ
れ
、
す
で
に
三
十
七
年
が

過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
間
、
廿
日
市
・
観
音

町
・
福
山
・
三
次
・
松
江
・

玉
野
・
岡
山
南
・
岡
山
・
米

子
と
岡
山
教
会
を
除
い
て
、

　

長
崎
で
行
わ
れ
た
「
日
本
の

信
徒
発
見
百
五
十
周
年
記
念
行

事
」
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

日
本
の
全
教
区
か
ら
代
表
者
が

招
待
さ
れ
た
り
、
数
日
後
に
ア

ド
リ
ミ
ナ
の
た
め
に
ロ
ー
マ
に

出
発
さ
れ
る
日
本
の
司
教
様
方

も
全
員
記
念
ミ
サ
に
参
加
さ

れ
、
日
本
の
教
会
全
体
と
し
て

の
大
切
な
出
来
事
で
あ
る
こ
と

を
改
め
て
感
じ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
広
島
教
区
報
百
号
の

記
念
に
当
た
り
、
日
本
の
教
会

の
再
出
発
と
な
っ
た
大
き
な
力

を
感
じ
て
、
新
た
に
歩
み
を
刻

ん
で
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
に
ん
）

　

二
月
十
四
日
（
土
）
ソ
ウ
ル

に
て
助
祭
に
叙
階
（
二
月
五
日

叙
階
）
さ
れ
た
尹ユ

ン

兌テ
ヨ
ン榮
助
祭
と

こ
の
た
び
広
島
教
区
で
司
牧
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
韓
国
大
邱

大
司
教
区
出
身
の
金キ

ム

起キ
フ
ァ
ン煥
神

父
を
囲
ん
で
広
島
地
区
の
青
年

た
ち
に
よ
る
交
流
会
が
、
幟
町

教
会
マ
リ
ア
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ

た
。

　

毎
月
第
二
土
曜
日
に
開
催
さ

れ
る
広
島
地
区
青
年
定
例
会
と

尹
助
祭
の
一
時
帰
国
が
重
な

り
、
十
名
前
後
の
青
年
が
新
助

祭
と
共
に
食
卓
を
囲
み
、
叙
階

の
喜
び
を
分
か
ち
合
っ
た
。

　

尹
助
祭
は
、
今
年
の
夏
ま
で

ソ
ウ
ル
の
神
学
校
で
生
活
し
、

そ
れ
以
降
は
広
島
教
区
内
で
奉

仕
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　

青
年
た
ち
と
共
に
尹
助
祭
の

司
祭
叙
階
の
た
め
に
お
祈
り
し

ま
し
ょ
う
。（

大
西
勇
史
助
祭
）

　

二
月
十
五
日
（
日
）
幟
町
教

会
の
ミ
サ
（
肥
塚
神
父
司
式
）

の
中
で
ベ
ト
ナ
ム
出
身
の
ロ
イ

神
学
生
（
神
学
科
三
年
生
）
の

祭
壇
奉
仕
者
選
任
式
が
行
わ
れ

た
。
ま
た
、
先
日
ソ
ウ
ル
で
助

祭
に
叙
階
さ
れ
た
尹
新
助
祭
の

助
祭
と
し
て
の
初
め
て
の
挨
拶

が
行
わ
れ
た
。

交流会に集まった青年たち、中央に尹新助祭

青
少
年
の
活
動

右
、
尹
新
助
祭

左
、
会
衆
に
向
か
っ
て
挨
拶
を
す
る
ロ

イ
神
学
生

信
徒
発
見
百
五
十
周
年
記
念
ミ
サ
の
様
子

場
所
は
、
大
浦
天
主
堂
（
長
崎
）


